
      
 

 
 

             
 

 

十
一
月 

別
名 

霜
月
（し
も
つ
き
）、
建
子
月
（け
ん
し

げ
つ
）、
仲
冬
（ち
ゅ
う
と
う
） 

も
う
霜
が
降
る
こ
ろ
と
い
う
こ
と
で
『霜
月
』、
凝
ら

な
い
す
な
お
な
呼
称
で
気
持
ち
が
よ
い
。
十
月
の
神

無
月
に
対
し
て
、
神
々
が
出
雲
か
ら
帰
っ
て
く
る
と

い
う
の
で
「神
帰
月
（か
み
か
え
り
づ
き
）」と
も
い
う 

『十
一
月
の
花
』 

山
茶
花
（さ
ざ
ん
か
）、
石
蕗
（
つ
わ
ぶ
き
）、
柊
（ひ
い

ら
ぎ
）、
菊
、
背
高
泡
立
草(

せ
い
た
か
あ
わ
だ
ち
そ

う) 

、
竜
胆
（り
ん
ど
う)

、
竜
脳
菊
（り
ゅ
う
の
う
ぎ

く
）  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

『十
一
月
の
言
葉
』 

『秋
時
雨
（あ
き
し
ぐ
れ
）』晩
秋
か
ら
初
冬
、
急
に
パ
ラ
パ 

 

 

ラ
と
雨
が
短
時
間
降
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
盆
地
や
山
沿 

 

い
の
地
方
に
多
く
、
山
め
ぐ
り
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
秋
の 

 

寂
し
さ
に
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
な
は
か
な
さ
を
感
じ
さ
せ 

 

ま
す
。 

『小
春
日
和(

こ
は
る
び
よ
り)

』立
冬
を
過
ぎ
て
景
色
も
気
温 

 

も
一
日
ご
と
に
冬
に
近
づ
い
て
行
く
な
か
、
ぽ
っ
か
り
春
を 

 

思
わ
せ
る
陽
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は 

 

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
サ
マ
ー
、
ド
イ
ツ
で
は
老
婦
人
の
夏
と
よ
ぶ 

 

と
か
。
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
小
春
日
和
に
は
お
ば
あ
さ 

 

ん
が
似
合
い
ま
す
。 

『木
枯
ら
し
一
号(

こ
が
ら
し
い
ち
ご
う)

』十
一
月
前
後
、
木

の
葉
を
落
と
し
枯
木
に
し
て
し
ま
う
よ
う
な
北
風
が
吹
い

て
、
冬
の
訪
れ
を
知
ら
せ
ま
す
。
そ
の
一
号
を
特
に
こ
の
様

に
呼
ん
だ
り
、
初
吹
き
出
し
と
も
呼
び
ま
す
。
木
枯
ら
し
の

翌
日
は
小
春
日
和
に
な
る
こ
と
が
多
い
と
言
い
ま
す
。 

『初
霜(

は
つ
し
も)

』初
冬
の
朝
、
一
面
の
落
ち
葉
の
上
に
初

霜
を
見
る
と
、
あ
あ
冬
な
ん
だ
な
、
と
視
覚
で
冬
を
感
じ
ま

す
。
霜
の
種
類
も
多
く
、
針
状
、
板
状
、
柱
状
、
形
の
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。 

 

心
あ
て
に 

折
ら
ば
や
折
ら
む 

初
霜
の 

お
き
ま
ど
は
せ
る 

白
菊
の
花 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

凡
河
内
躬
恒 

古
今
集 

高
校
時
代
、
古
今
集
を
あ
ま
り
ほ
め
て
く
れ
な
か
っ
た
先

生
の
言
葉
に
従
っ
て
、
万
葉
集
、
新
古
今
和
歌
集
の
方
が
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い
い
の
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
時
期
が
半
世
紀
近
く
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
百
人
一
首
な
ど
で
覚
え
て
い
る

歌
は
古
今
集
か
ら
の
も
の
が
２
４
首
も
あ
り
（
新
古
今

集
１
４
首
、
万
葉
集 

０
）、
な
じ
み
深
さ
が
あ
り
ま

す
。
最
近
、
明
治
時
代
の
正
岡
子
規
の
紀
貫
之
攻
撃

を
知
り
、
後
世
の
人
た
ち
は
実
は
子
規
に
影
響
さ
れ

て
、
万
葉
集
、
新
古
今
集
を
重
要
視
し
、
古
今
集
を

一
段
低
い
も
の
と
す
る
傾
向
が
生
ま
れ
た
の
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
亡
く
な
ら
れ
た 

大
岡 

信
氏

の
『
四
季
の
歌 

恋
の
歌
』
で
は
古
今
集
に
対
し
て
新
し

い
見
方
が
述
べ
ら
れ
て
い
て
嬉
し
い
（
が
ま
だ
途
中
で
あ

る
）
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『十
一
月
の
暦
』 

   

一 

日  

十
三
夜
、
灯
台
記
念
日(

明
治
元
年
、
観
音

崎
灯
台
の
工
事
に
着
工
、
様
式
灯
台
建
設

第
一
号) 

 
 

三 

日  

文
化
の
日
、
明
治
神
宮
例
祭 

 

五 

日 
 

世
界
津
波
の
日 

 

七 

日 
 

立
冬
、
鍋
の
日 

 

九 

日 
 

一
一
九
番
の
日
、
太
陽
暦
採
用
記
念
日 

 

十
一
日 

 

世
界
平
和
記
念
日 

   

十
五
日 
 

七
五
三 

   

十
七
日 

 

将
棋
の
日 

 
 

 

十
九
日 

 

一
茶
忌 

 

  

二
十
二
日 

 

小
雪  

  

二
十
三
日  

 

勤
労
感
謝
の
日
、
て
ぶ
く
ろ
の
日 

二
十
五
日 

 

憂
国
忌(

昭
和
四
五
年
、
自
衛
隊
東
部
方

面
総
監
部
に
て
、
三
島
由
紀
夫
自
決) 

 
 

二
十
八
日 

 

親
鸞
聖
人
忌 

 
   

参
考 

鈴
木
充
広
著
「暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」河
出
書
房
、 

白
井
明
大
「日
本
の
七
十
二
候
を
楽
し
む
」（東
邦
出
版
）、 

平
成
二
十
九
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（神
宮
舘
） 

日
本
大
歳
時
記
・暮
ら
し
の
歳
時
記
（講
談
社
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日
『 

今
日
は
何
の
日
か
？
』（講
談
社
） 

  

 
 

 
  

  
   

   
   

   
   

   
   

 
 
 

    
 

お
し
ら
せ 

一
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

二
、
当
番
医
は 

 
 

十
二
月
三
日
（日
） 

平
成
三
十
年 

一
月
七
日
（日
） 

三
、
休
診
の
お
知
ら
せ 

 
 

十
一
月
二
十
四
日
（金
）、
二
十
五
日(

土
） 

二
十
七
日
（月
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

四
、
年
末
年
始
休
暇 

 

十
二
月
二
十
九
日
～
平
成
三
十
年
一
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

五
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 

 
 

 

○
禁
煙
外
来 

       

○
骨
粗
鬆
症
の
検
査･

治
療 

○
ピ
ロ
リ
菌
有
無
の
検
索
と
除
菌 

○
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○
胃
カ
メ
ラ
・大
腸
カ
メ
ラ 

 

○
肺
炎
球
菌
・帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン 

六
、
外
来
の
一
部
予
約
制
の
利
用
に
つ
い
て 

☆
九
月
か
ら
１
時
間
２
名
ず
つ
、
予
約
制
で 

 

 

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
前
日
ま
で
に
受
付 

 

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



七
、
群
馬
県
保
険
医
協
会
二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

電
話
〇
二
七
―
二
三
四
―
四
九
七
〇

h
ttp

:/
/
w
w
w
.raijin

.co
m

/
ken

ko
/ 

 

 
 

 
 

 
 

        
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

た
き
び 

 
 

 
   

 
 

 

作
詞 

巽 

聖
歌 

                     

作
曲 

渡
辺 

茂 

 
 

 

一
、
か
き
ね
の 

か
き
ね
の 

ま
が
り
か
ど 

 
 

た
き
び
だ 

た
き
び
だ 

お
ち
ば
た
き 

 
 

「あ
た
ろ
う
か
」「あ
た
ろ
う
よ
」  

   

き
た
か
ぜ 

ぴ
い
ぷ
う 

ふ
い
て
い
る 

二
、
さ
ざ
ん
か 

さ
ざ
ん
か 

さ
い
た
み
ち 

 

 
 

た
き
び
だ 

た
き
び
だ 

お
ち
ば
た
き 

 
 

「あ
た
ろ
う
か
」「あ
た
ろ
う
よ
」  

   

し
も
や
け 

お
て
て
が 

も
う
か
ゆ
い 

三
、
こ
が
ら
し 

こ
が
ら
し 

さ
む
い
み
ち
た

き
び
だ 

た
き
び
だ 

お
ち
ば
た
き 

 
 

 

「あ
た
ろ
う
か
」「あ
た
ろ
う
よ
」 

   

そ
う
だ
ん 

し
な
が
ら 

あ
る
い
て
く  

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（昭
和
十
六
年
） 

巽 
聖
歌(

本
名 

野
村
七
蔵)

は
岩
手
県
盛
岡
市
の 

生
ま
れ
。｢
赤
い
鳥｣

に
投
稿
し
た
詩
を
北
原
白
秋
に 

認
め
ら
れ
上
京
、
東
京
中
野
区
上
高
田
に
住
ん
だ
。 

サ
ザ
ン
カ
の
垣
根
の
あ
る
大
き
な
屋
敷
が
近
く
に
あ 

り
、
こ
れ
が
こ
の
詩
の
も
と
に
な
っ
た
か
と
言
わ
れ
て
い 

る
。
昭
和
十
六
年
、
小
学
校
教
師
を
し
て
い
た
渡
辺
茂 

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
『た
き
び
』と
い
う
歌
詞
を
手
渡
さ
れ
て 

年
末
に
間
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
渡
辺
は 

｢

理
想
の
詩｣

と
喜
び
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
九
日
放 

送
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
こ
の
日
は
日
本
が
真
珠 

湾
攻
撃
を
し
て
米
英
に
宣
戦
布
告
を
し
た
翌
日
に
あ 

た
り
、
三
日
間
放
送
の
予
定
が
二
日
で
打
ち
切
ら
れ 

て
し
ま
っ
た
と
い
う
。｢

た
き
火
は
敵
機
の
攻
撃
目
標
に 

な
る
の
で
好
ま
し
く
な
い
、
「落
ち
葉
と
は
い
え
、
風
呂 

の
焚
き
付
け
く
ら
い
に
は
な
る
。
も
っ
た
い
な
い
」と
い 

う
の
が
理
由
だ
と
。
戦
後
、
昭
和
二
十
四
年
か
ら
ス
タ 

ー
ト
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「う
た
の
お
ば
さ
ん
」で
放
送
さ
れ 

る
と
た
ち
ま
ち
広
く
歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
小
学 

校
の
音
楽
の
教
科
書
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に 

な
っ
た
。
す
る
と
今
度
は
消
防
署
か
ら
『
子
供
だ
け
で 

た
き
火
を
す
る
の
は
危
険
だ
』と
ク
レ
ー
ム
が
つ
き
、
教 

科
書
に
は
火
の
番
を
す
る
大
人
と
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ 

が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ 

の
時
期
に
幼
稚
園
の
行
事
と
し
て
焼
き
芋
を
作
っ
て
い 

た
と
こ
ろ
で
は
、
煙
が
近
所
迷
惑
だ
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が 

あ
ー
だ
の
こ
ー
だ
の
と
言
わ
れ
て
廃
止
に
追
い
込
ま
れ 

た
と
い
う
。
戦
争
、
開
発
な
ど
で
天
文
学
的
大
量
の
悪 

質
物
質
を
放
出
さ
せ
て
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
を 

膨
ら
ま
せ
る
焼
き
芋
の
煙
ぐ
ら
い
が
何
だ
っ
て
い
う
の 

か
、
と
い
う
気
が
し
ま
す
。 

 
 

   

月曜 腰の痛み 

火曜 食道裂孔ヘルニア 

水曜 口内炎 

木曜 主婦湿疹 

金曜 妊娠と薬 

土日 冬期におけるかぜの 

予防について 

http://www.raijin.com/kenko/


け
ん
こ
う 

（九
十
五
） 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て 

は
じ
め
に 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
に
よ
っ
て
起
こ
る
急
性
呼
吸
器
疾
患
で

す
。  

こ
れ
は
他
の
風
邪
症
候
群
よ
り
伝
播
力
が
強

く
、
呼
吸
器
を
中
心
に
激
し
い
全
身
症
状
を

示
す
こ
と
と
、
大
流
行
す
る
こ
と
が
特
徴
で

す
。 

Ａ
型
、
Ｂ
型
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
両
者
と
も

感
染
力
が
強
い
の
で
注
意
が
必
要
に
な
り
ま

す
。  

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
性
質
を
知
る
こ
と
に
よ
り
こ

れ
を
予
防
す
る
方
法
、
ま
た
か
か
っ
て
し
ま
っ

て
も
軽
く
済
ま
せ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。  

一
、
歴
史
的
な
こ
と 

世
界
的
大
流
行
が
起
き
て
多
数
の
死
亡
者
が
出
る
。

２
０
世
紀
に
も
３
回
あ
り
ま
し
た
。  

 

１
．
１
９
１
８
―
１
９
１
９ 

ス
ペ
イ
ン
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

 
 

全
世
界
で
６
億
人
罹
患
、
２
３
０
０
万
人
死
亡 

 
 

日
本
で
は
人
口
の
半
数(

２
３
８
０
万
人)

が
罹
り 

 
 

約
３
９
万
人
死
亡 

 

２
．
１
９
５
７ 

ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

 
 

日
本
で
は
約
１
０
０
万
人
罹
患
、
７
７
０
０
人
死
亡 
 

３
．
１
９
６
８ 

香
港
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

 
 

日
本
で 

１
４
万
人
罹
患
、
２
０
０
０
人
死
亡 

 
 

（１
９
６
９ 

第
２
波
で
３
７
０
０
人
死
亡) 

 

４
．
２
０
０
９ 

｢

豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ｣ 

 
 

日
本
で
２
０
０
０
万
人
の
罹
患
、
１
９
８
人
死
亡 

 

 

二
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
シ
ー
ズ
ン 

 
 

季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
例
年 

１
１
～
１
２
月
頃
に
流
行
が
始
ま
り
、 

１
～
３
月
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す 

 

三
、 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染 

 
１
．
感
染
力 

発
病
す
る
前
日
か
ら
発
病
後 

３
～
７ 

 
 

日
ま
で  

２
．
く
し
ゃ
み
、
咳
で
空
中
に
飛
沫
が
飛
び
散
り
、
こ  

れ
を
吸
い
込
ん
だ
り
、
ウ
イ
ル
ス
の
つ
い
た
手
で
目

や
口
に
触
る
と
感
染  

３
． 

抵
抗
力
が
あ
れ
ば
発
病
し
な
い
か
、
軽
い
症
状  

で
済
む
こ
と
が
あ
る  

４
． 

飛
沫
の
距
離 

 

２
ｍ  

５
． 

発
症
ま
で
の
潜
伏
期
間
は 
１
～
３
日 

 

 

四
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
・か
ぜ
と
の
比
較 

比
較
し
た
表
を
提
示
し
ま
す 

 
 

 
 

 
 

 

 

五
、
診
断
の
た
め
の
方
法(

検
査) 

１
．
迅
速
診
断
法  

２
．
血
清
抗
体
法  

３
．
ウ
イ
ル
ス
分
離
検
査  

４
．
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
（Ａ
Ｂ
の
み
な
ら
ず
、
Ｈ
Ｎ
の
方 

も
判
明
） 

  

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
一
般
の
外
来
で
は
迅
速
診

断
法
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
～
１
５
分
で
結
果

が
出
る
の
で
す
ぐ
に
治
療
を
始
め
る
こ
と
が
出
来



ま
す
。
感
染
し
て
か
ら
時
間
が
短
く
陰
性
の

判
定
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
発
熱
、
急

性
発
症
、
全
身
症
状
な
ど
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
強
く
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、
治
療
を
開

始
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。  

そ
の
治
療
薬
の
投
与
に
よ
る
リ
ス
ク
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、
か
つ
、
治
療
薬
を
投
与
し
な
か
っ
た
場
合
の

転
帰
が
非
常
に
悪
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、

他
の
鑑
別
す
べ
き
病
態
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
疾
患
の

治
療
は
行
っ
て
み
る
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。  

 
 

六
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
起
こ
す
合
併
症 

    

１
．
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症(

乳
幼
児) 

 

    

２
．
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
関
連
細
菌
性
肺
炎  

    

３
．
そ
の
他
の
合
併
症  

 
 

 
 

呼
吸
器
系 

中
耳
炎(

乳
幼
児)

、
副
鼻
腔

炎
、
気
管
支
炎
・肺
炎(

高
齢
者)

、
喘
息
増

強  

 
    

中
枢
神
経 

熱
性
け
い
れ
ん(

小
児)

脳
症

(

小
児)

ラ
イ
症
候
群
、
ギ
ラ
ン
バ
レ
ー
症
候
群  

 
   

心
血
管
系 

心
筋
炎
、
肝
障
害
、
腎
不
全
，

筋
炎(

小
児)  

   

七
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
治
療 

     

１
．
対
症
療
法  

     

２
．
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬  

３
．
抗
菌
薬
に
よ
る
治
療  

４
．
家
庭
看
護(

一
般
療
法)  

 
 

 

八
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防 

     

１
．
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

自
分
で
気
を
つ
け
る
こ
と 

①
マ
ス
ク
着
用
（咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
も
）  

②
手
を
洗
う  

③
う
が
い  

④
保
温
・加
湿  

⑤
栄
養  

⑥
人
混
み
を
避
け
る 

２
．
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種  

 

①
目
的
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
、 

か
か
ら
な
い
、
う
つ
さ
な
い 

こ
と 

②
高
齢
者
、
子
ど
も
、
持
病
の
あ
る
人
、  

 

お
よ
び
そ
の
家
族
は
特
に
受
け
て
お
き
た
い
。  

③
接
種
後
、
抗
体
が
で
き
る
ま
で
２-

３
週 

 

 
 

 
 

 
か
か
る
。
十
一
月
中
の
接
種
が
勧
め
ら
れ
る
。  

④
発
病
、
入
院
、
死
亡
リ
ス
ク
が
下
が
る  

 
 

 

九
、
ハ
イ
リ
ス
ク
群
と
は
？ 

 
 

 
 

こ
こ
に
該
当
す
る
人
は
特
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が 

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

①
６
５
歳
以
上
の
高
齢
者  

②
妊
娠  

③
慢
性
肺
疾
患
（慢
性
気
管
支
炎
、
肺
気
腫
、 

気
管
支
喘
息
な
ど
）  

④
心
疾
患
（う
っ
血
性
心
不
全
な
ど
）  

⑤
腎
疾
患
（慢
性
腎
不
全
・血
液
透
析
患
者
・ 

腎
移
植
患
者
な
ど
）  

⑥
代
謝
異
常
（糖
尿
病
な
ど
）  

⑦
ス
テ
ロ
イ
ド
等
の
薬
剤
投
与
に
よ
る
免
疫
不 

全
状
態
の
患
者  

   

十
、
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
効
果
の
持
続
期
間 

 
 

 
 

一
般
に
２
週
間
か
ら
５
カ
月
程
度
と
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 
 

 

十
一
、
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
考 

え
ら
れ
る
人 

      
 

１
．
明
ら
か
に
発
熱
し
て
い
る
人  

２
．
非
常
に
重
い
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る 

       

３
．
接
種
を
行
う
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
成 

分
に
よ
っ
て
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
を
起
こ   

し
た
こ
と
が
あ
る
人  

４
．
前
記
以
外
で
適
当
で
な
い
と
思
わ
れ
る
人  

十
二
、
接
種
時
に
注
意
が
必
要
な
人 

   

１
．
心
臓
血
管
系
疾
患  

２
．
以
前
に
ワ
ク
チ
ン
施
行
後
２
日
以
内
に
発   

熱
が
あ
っ
た
り
、
全
身
性
発
疹
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ

ー
を
疑
う
症
状
が
あ
る
人  

３
．
過
去
に
け
い
れ
ん
が
起
き
た
人  

４
．
過
去
に
免
疫
不
全
の
診
断
が
さ
れ
た
人
、
及   

  

び
近
親
者
に
先
天
性
免
疫
不
全
症
の
人
が
い
る 

場
合  



５
．
間
質
性
肺
炎
、
気
管
支
喘
息
な
ど
の
呼
吸  

器
疾
患
を
持
つ
人  

６
．
ワ
ク
チ
ン
の
成
分
ま
た
は
鶏
卵
、
鶏
肉
、

そ
の
他
鶏
由
来
の
も
の
に
対
し
て
ア
レ
ル
ギ

ー
を
起
こ
す
恐
れ
の
あ
る
人  

７
．
１
か
月
以
内
に
他
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

受
け
た
人 

十
三
、
ま
と
め 

 

 
 

 

１
．
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
風
邪
症
候
群
に
比
べ
て
、 

伝
播
力
が
強
く
、
激
し
い
全
身
症
状
を
示

し
、
重
篤
な
合
併
症
を
起
こ
し
や
す
い  

２
．
Ａ
型
、
Ｂ
型
が
問
題
に
な
る
が
、
Ａ
型
は
変

異
が
早
く
毎
年
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
必
要  

３
．
空
気
感
染
、
接
触
感
染
で
う
つ
る  

４
．
症
状
は
、
突
然
の
発
症
、
３
８
℃
以
上
の
発

熱
、
上
気
道
炎
症
状
、
全
身
倦
怠
感  

５
．
合
併
症
：ウ
イ
ル
ス
性
肺
炎
、
肺
炎
、
脳
炎

脳
症
、
心
筋
炎
、
心
外
膜
炎  

６
．
診
断
：流
行
状
況
、
症
状
か
ら
の
診
断
の

他
に
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｔ(

迅
速
診
断
キ
ッ
ト)

が
あ
る
。  

７
．
治
療
：抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
が
中
心
、
ほ
か

に
安
静
、
水
分
補
給
、
保
温
、
加
湿
な
ど  

８
．
予
防
：マ
ス
ク
着
用
、
手
洗
い
、
う
が
い
、
体

力
。 

１
１
月
上
旬
ま
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種  

 

追
記 

今
年
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
が
例
年
よ
り
少
な
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
十
三
歳
以
上
で
２
回
接
種
を
１
回
に
す
る

よ
う
に
、
な
ど
と
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
時
期
に
な
っ
て
不

安
を
あ
お
る
よ
う
な
対
応
に
は
、
疑
問
を
感
じ
ま
す
。 

院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（ 

百
四
十
三
） 

ム
サ
シ
・・・や 

◇
藤
岡
で
一
緒
に
過
ご
し
た
柴
犬
ム
サ
シ
（武 

蔵
）が
十
月
に
死
ん
だ
。
十
四
年
十
か
月
の
寿
命 

だ
っ
た
。 

◆
ま
あ
、
そ
の
く
ら
い
生
き
れ
ば
、
い
い
や
ね
、
長 

生
き
の
方
だ
か
ら
、
と
い
う
慰
め
に
は
『は
あ
…
』 

と
い
っ
て
答
え
る
が
、
寿
命
が
長
か
っ
た
か
ら
、
悲 

し
み
が
軽
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
、
慰
め
ら
れ 

る
こ
と
は
全
く
な
い
。 

◇
し
か
し
、
自
分
も
そ
ん
な
軽
率
な
慰
め
を
患
者 

さ
ん
の
家
族
に
は
し
て
い
た
よ
う
な
記
憶
が
あ
り
気 

が
咎
め
る
。 

 

◆
平
成
十
四
年
七
月
十
五
日
の
医
院
開
業
を
待
っ 

て
い
て
く
れ
た
か
の
よ
う
に
、
平
成
元
年
か
ら
飼
っ
て 

い
た
秋
田
犬
ゴ
ロ
（五
郎
）が
半
月
後
三
十
日
に
し
ず 

か
に
死
ん
だ
。 

開
業
し
た
ば
か
り
で
前
橋
の
家
に
帰
ら
れ
な
い
日
が 

続
き
、
七
月
三
十
日
の
夕
方
、
久
し
ぶ
り
に
帰
っ
た 

と
き
の
こ
と
で
あ
る
。 

◇
「ゴ
ロ
が
元
気
が
な
い
ん
で
す
」と
玄
関
で
迎
え
た 

家
内
に
、
「 

・・・」と
居
間
か
ら
庭
を
覗
く
と
ゴ
ロ
は 

私
に
気
付
い
て
嬉
し
そ
う
に
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
と
小
屋 

の
な
か
で
と
び
は
ね
た
。 

◆
「元
気
じ
ゃ
な
い
か
」と
庭
に
下
り
て
引
き
綱
を
つ 

な
い
で
散
歩
に
出
た
。
五
十
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
は
嬉 

し
そ
う
に
歩
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
近
く
の
ア
パ
ー
ト
の 

駐
車
場
で
急
に
動
か
な
く
な
り
、
前
方
に
崩
れ
る
よ 

う
に
倒
れ
て
し
ま
っ
た
。 

「ご
ろ
や
、
ど
う
し
よ
う
…
」 

と
尋
ね
る
が
答
え
る
わ
け
が
な
い
。 

二
人
で
す
わ
り
こ
ん
で
じ
っ
と
時
を
過
ご
し
た
。 

帰
り
が
遅
い
の
で
三
女
が
心
配
し
て
や
っ
て
き
た
。 

わ
け
を
知
り
毛
布
を
も
っ
て
き
て
、
そ
れ
で
く
る
ん 

で
家
内
と
三
人
で
家
ま
で
運
ん
だ
。 

◇
四
人
の
う
ち
次
女
だ
け
が
東
京
だ
っ
た
の
で
家
内 

が
電
話
で
知
ら
せ
た
。
子
機
を
耳
の
近
く
に
持
っ 

て
行
っ
て
と
言
わ
れ
た
の
で
、
そ
う
す
る
と
、 

『ご
ろ
、
ご
ろ
、
死
な
な
い
で
、
元
気
に
な
っ
て
・・・・』 

と
電
話
の
向
こ
う
で
叫
ぶ
声
が
犬
の
耳
に
届
く
。 

翌
日
帰
っ
て
き
た
娘
と
家
内
の
五
人
で
こ
の
家
で
は 

た
っ
た
一
人
の
男
の
子
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 

◆
柴
犬
の
方
は
ゴ
ロ
が
い
な
く
な
っ
て
か
ら
、
半
年 

後
に
、
生
後
１
カ
月
余
で
我
が
家
に
や
っ
て
き
た
。 

引
き
取
る
の
が
ま
だ
早
す
ぎ
た
よ
、
と
後
で
人
か 

ら
言
わ
れ
た
が
、
確
か
に
親
の
し
つ
け
が
ま
だ
な 

っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
、
そ
の
こ
と
も
あ
り
幼
く 

弱
弱
し
か
っ
た
。 



 
 

 
 

ま
だ
毛
の
生
え
そ
ろ
わ
な
い
お
な
か
の
皮
膚
の 

下
に
は
腸
管
が
透
け
て
見
え
て
い
た
。 

◇
飲
み
食
い
も
ま
ま
な
ら
ず
、
朝
起
き
る
と
、
息 

を
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
お
な
か
の
動
き
で
確
認 

し
て
は
ホ
ッ
と
す
る
日
が
続
い
た
。 

◆
家
内
が
我
が
子
の
よ
う
に
抱
い
て
動
物
病
院 

に
連
れ
て
行
き
点
滴
を
す
る
日
が
続
い
た
。
そ
し 

て
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
元
気
に
な
っ
て
い 

っ
た
。 

元
気
に
な
る
と
鋭
い
乳
歯
で
容
赦
な
く
噛
み
つ 

き
、
私
は
つ
い
叩
い
て
叱
っ
た
が
、
家
内
は
何
で
も 

抱
っ
こ
で
対
処
し
た
の
で
、
仔
犬
は
一
番
、
家
内 

に
な
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。 

◇
子
供
が
四
人
い
て
み
ん
な
が
好
い
て
い
る
の
だ 

が
、
扱
い
方
が
そ
れ
ぞ
れ
違
い
、
噛
ま
れ
や
す
い 

グ
ル
ー
プ
と
そ
う
で
な
い
グ
ル
ー
プ
が
で
き
て
し 

ま
う
の
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
私
も
噛
ま
れ
や
す
い 

グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
た
。 

◆
ず
っ
と
大
き
な
秋
田
犬
の
世
話
を
し
て
い
た
か
ら 

と
い
っ
て
も
、
小
さ
い
柴
は
柴
な
り
に
根
性
が
座
っ
て 

い
て
扱
い
方
に
は
別
の
難
し
さ
が
あ
っ
た
。 

ま
ず
手
に
噛
み
つ
い
て
も
な
か
な
か
離
そ
う
と
せ
ず 

に
噛
ん
だ
ま
ま
ぐ
ん
ぐ
ん
力
を
入
れ
て
く
る
。 

究
極
は
ぶ
ら
下
が
っ
て
重
み
で
食
い
付
き
の
力
を
強 

く
す
る
の
で
あ
っ
た
。 

◇
秋
田
犬
の
時
に
お
世
話
に
な
っ
た
訓
練
士
に 

お
願
い
し
た
ら
、
２
回
く
ら
い
来
て
、
こ
の
子
は
わ
が 

ま
ま
で
だ
め
だ
、
と
見
捨
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ 

は
な
い
だ
ろ
う
と
家
族
で
呆
れ
た
が
、
却
っ
て
そ
れ
で 

は
可
哀
そ
う
だ
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
っ
て
、
家 

内
は
育
児
（犬
）に
さ
ら
に
精
を
出
し
た
。 

◆
藤
岡
に
連
れ
て
来
て
も
、
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
に
噛 

み
つ
く
こ
と
が
あ
り
、
医
院
に
来
た
人
に
け
が
を 

さ
せ
て
は
困
る
と
思
い
、
家
内
は
さ
っ
さ
と
動 

物
病
院
に
つ
れ
て
行
き
断
種
し
て
し
ま
っ
た
。 

何
を
さ
れ
た
か
も
わ
か
ら
ず
に
淡
々
と
し
て
い
る 

動
物
が
哀
れ
で
あ
っ
た
。 

 
 

 
 

 

◇
幸
い
に
も
他
人
様
に
か
み
つ
く
こ
と
は
な
く
、 

患
者
さ
ん
で
も
犬
好
き
の
人
が
何
人
も
声
を
聴 

き
つ
け
て
裏
の
犬
小
屋
の
方
ま
で
来
て
か
わ
い
が 

っ
て
く
れ
た
。 

◆
犬
は
、
犬
好
き
の
人
が
本
当
に
わ
か
る
も
の 

で
、
ま
だ
姿
が
見
え
な
い
う
ち
か
ら
好
き
な
人
の 

足
音
が
す
る
と
小
屋
の
中
を
喜
ん
で
走
り
回
っ 

て
い
た
。 

こ
の
こ
と
で
は
、
飼
い
主
は
大
変
面
目
を
な
く
し 

て
し
ま
っ
た
。 

◇
逆
に
散
歩
の
途
中
に
写
真
で
も
と
っ
て
や
ろ
う
か 

と
近
く
に
あ
っ
た
ポ
ー
ル
に
綱
の
輪
を
か
け
て
少 

し
で
も
離
れ
よ
う
も
の
な
ら
、
『置
い
て
ゆ
か
な
い 



で
』と
必
死
に
な
っ
て
こ
ち
ら
に
来
よ
う
と
す
る
。 

こ
ん
な
と
き
は
、
少
し
い
い
気
持
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◆
散
歩
の
と
き
に
、
足
元
近
く
を
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ 

と
歩
く
の
で
、
た
ま
に
犬
の
足
を
踏
ん
で
し
ま
う 

こ
と
が
あ
っ
た
。 

「き
ゃ
ん
」と
悲
鳴
を
上
げ
る
と
、
今
度
は
必
ず 

仕
返
し
す
る
た
め
に
向
か
っ
て
き
て
足
に
噛
み
つ 

い
た
。
こ
の
時
ば
か
り
は
、
大
好
き
な
「母
さ
ん
」 

に
も
向
か
っ
て
来
る
の
で
、
柴
に
は
許
せ
ぬ
一
線 

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

◇
強
く
噛
ま
れ
た
と
き
に
、
『痛
い
っ
』と
大
声
で 

叫
び
、
し
ゃ
が
ん
で
足
を
さ
す
っ
た
り
し
て
い
る
と
、 

申
し
訳
な
さ
そ
う
に
そ
ば
に
寄
っ
て
き
て
鼻
を
す
り 

よ
せ
て
舐
め
よ
う
と
し
た
。 

間
違
え
て
踏
ん
づ
け
て
し
ま
っ
た
時
に
は
、
す
早
く 

持
っ
て
い
る
綱
を
か
ら
だ
か
ら
遠
く
に
離
し
、
柴
の 

攻
撃
か
ら
届
か
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
防
御
法
に
な 

っ
た
。
５
秒
も
す
る
と
怒
り
が
お
さ
ま
り
、
な
に
ご 

と
も
無
か
っ
た
か
の
よ
う
に
散
歩
が
再
開
さ
れ
た
。 

軽
快
な
内
股
歩
き
が
笑
い
を
誘
っ
た
。 

◆
休
日
が
続
い
て
前
橋
に
連
れ
て
帰
り
、
庭
に
放
し 

て
お
く
と
皆
が
、
つ
い
お
や
つ
を
遣
っ
て
し
ま
う
こ
と 

が
多
く
な
り
、
こ
れ
が
悪
か
っ
た
の
か
、
急
に
体
重
が 

増
え
て
し
ま
い
３
年
く
ら
い
前
か
ら
腰
を
痛
め
て
し 

ま
っ
た
。
痛
み
で
『ひ
ー
っ
』と
泣
き
、
痛
む
後
ろ
足 

を
浮
か
せ
て
歩
い
た
り
、
そ
の
う
ち
片
方
の
足
に
全 

く
力
が
入
ら
な
く
な
り
だ
ら
り
と
垂
れ
さ
が
っ
て
し 

ま
っ
た
。 

◇
散
歩
で
は
悪
い
足
を
引
き
ず
っ
て
し
ま
う
た
め
出 

血
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
近
所
の
人
が
自
分
の
家
の 

犬
に
使
っ
て
い
た
腰
部
を
保
持
す
る
器
具
を
貸
し
て 

く
れ
た
が
、
数
回
使
っ
た
き
り
で
、
何
と
か
３
本
足
で 

歩
く
の
を
手
伝
っ
て
い
た
。 

◆
小
屋
か
ら
出
し
て
、
宿
舎
の
玄
関
で
過
ご
さ
せ
る 

よ
う
に
な
り
、
寝
る
前
に
は
小
用
を
済
ま
さ
せ
よ
う 

と
散
歩
に
連
れ
て
外
に
出
る
が
、
柴
の
方
は
外
の
空 

気
が
う
れ
し
く
て
、
地
面
を
か
ぎ
ま
わ
っ
て
い
て 

な
か
な
か
排
尿
を
済
ま
し
て
く
れ
な
い
。
冬
の
夜 

は
地
面
も
凍
り
、
人
の
体
も
カ
チ
カ
チ
に
な
る
。 

通
る
車
が
『こ
ん
な
時
間
に
何
事
か
？
』と
不
審 

そ
う
に
ス
ピ
ー
ド
を
緩
め
て
様
子
を
う
か
が
い
な 

が
ら
過
ぎ
て
行
っ
た
が
、
ム
サ
シ
の
方
は
お
構
い
も 

な
く
そ
の
後
も
地
面
に
鼻
を
す
り
寄
せ
て
い
た
。 

◇
不
思
議
に
思
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
の 

不
自
由
な
体
に
な
っ
て
も
、
彼
は
何
の
屈
託
も
な 

さ
そ
う
に
一
日
一
日
を
過
ご
し
て
い
る
こ
と
で 

あ
る
。
人
間
だ
っ
た
ら
こ
の
先
ど
う
な
っ
て
行
く 

か
に
つ
い
て
深
刻
に
思
い
悩
み
、
元
の
病
気
以
上 

に
精
神
的
に
う
つ
状
態
に
な
り
、
生
命
を
縮
め 

て
し
ま
う
と
こ
ろ
な
の
に
、
こ
れ
か
ら
先
も
世
話 

を
し
て
も
ら
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
飼
い
主
に
対 

し
て
も
、
突
然
ほ
え
た
り
、
噛
み
つ
こ
う
と
す
る 

性
格
は
変
わ
ら
ず
、
こ
ん
な
打
算
の
な
さ
が
人 

間
世
界
か
ら
見
る
と
む
し
ろ
爽
や
か
だ
っ
た
。 

◆
こ
の
点
は
人
間
も
見
習
っ
て
、
老
い
て
世
話
に
な

る
か
ら
と
い
っ
て
子
や
孫
に
あ
ま
り
卑
屈
に
な
り
す

ぎ
ぬ
方
が
い
い
な
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。 

◇
犬
に
も
認
知
症
が
あ
り
、
夜
中
に
泣
い
て
近
所
迷

惑
な
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
話
を
聞
き
心
配
し
た
。

確
か
に
夜
泣
き
は
あ
っ
た
が
、
大
概
は
尿
意
に
よ
る

も
の
で
、
家
内
は
夜
中
に
１
時
間
お
き
に
お
む
つ
を

取
り
替
え
て
い
た
が
、
そ
れ
が
済
む
と
犬
は
ぐ
っ
す

り
寝
つ
い
た
。
ヒ
ト
の
赤
ち
ゃ
ん
と
同
じ
で
尿
で
ぬ
れ



た
不
快
感
を
教
え
て
い
る
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
痛

み
の
抑
え
や
、
昼
夜
逆
転
の
症
状
に
は
、
動
物
病

院
か
ら
の
睡
眠
剤
を
用
い
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。 

◆
動
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
自
分
が
楽
の

形
で
寝
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
当
然
褥
瘡
が
出
来

て
き
た
。
す
べ
て
こ
の
時
期
に
起
き
る
こ
と
は
寝

た
き
り
の
人
と
同
じ
こ
と
が
起
き
て
い
る
の
で
あ

る
。 

片
方
が
よ
く
な
る
と
今
度
は
反
対
側
と
い
う
具

合
で
結
構
管
理
が
大
変
で
あ
る
こ
と
も
人
間
と

同
じ
で
、
出
血
、
感
染
が
致
命
傷
に
な
り
え
た
。 

『訪
問
看
護
を
頼
も
う
か
？
』 

と
冗
談
で
家
内
に
言
っ
て
笑
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。 

◇
次
女
の
家
族
が
３
年
間
海
外
で
暮
ら
す
こ
と

に
な
っ
た
。
１
歳
半
ま
で
医
院
に
来
て
ム
サ
シ
を

見
て
い
た
孫
娘
が
、
そ
の
母
親
と
同
じ
く
動
物
好

き
で
、
フ
ェ
イ
ス
タ
イ
ム
で
ム
サ
シ
を
実
況
放
送
し

て
や
る
と
大
喜
び
で
、
か
な
ら
ず
『ム
ー
ち
ゃ
ん

に
餌
を
上
げ
た
い
』と
ね
だ
る
。
お
や
つ
を
出
し

て
、
『待
て
』を
さ
せ
、
遠
く
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
、

『よ
し
』と
声
を
か
け
て
も
ら
う
と
、
待
っ
て
た
と

ば
か
り
に
、
ぱ
く
り
と
お
や
つ
を
食
べ
る
、
こ
れ
が

幼
い
子
の
一
番
喜
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
、
ム
サ
シ
に
と
っ
て
も
一
番
う
れ
し
い
こ
と
で
あ

っ
た
。 

◆
半
年
く
ら
い
前
の
５
月
こ
ろ
か
ら
、
寝
た
き
り
状 

態
と
な
っ
た
。
四
女
の
結
婚
式
が
あ
り
、
３
日
間
獣 

医
さ
ん
に
預
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
引
き
取
り
に
行 

っ
た
と
き
あ
ま
り
に
元
気
が
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
び 

っ
く
り
し
た
。
当
然
な
こ
と
だ
っ
た
が
、
家
族
と
一
緒 

に
な
っ
て
か
ら
は
元
気
に
な
っ
て
い
っ
た
。 

◇
夏
の
暑
い
時
期
に
は
、
水
分
は
摂
っ
て
い
る
よ
う
で 

も
尿
量
が
少
な
く
な
り
、
尿
は
濁
っ
て
、
血
液
も
出 

て
い
た
。
抗
生
物
質
を
処
方
し
て
も
ら
い
、
点
滴
を 

す
る
と
、
す
ぐ
に
元
気
に
な
り
尿
の
濁
り
も
取
れ 

た
。
餌
も
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
も
よ
く
食
べ
た
。
元
気
の 

時
に
は
ド
ッ
ク
フ
ー
ド
だ
け
だ
っ
た
の
に
、
ハ
ム
・ソ
ー 

セ
ー
ジ
を
奮
発
す
る
と
、
今
度
は
、
ド
ッ
グ
フ
ー
ド 

に
は
見
向
き
も
し
な
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
ハ
ム
・ソ 

ー
セ
ー
ジ
に
も
ラ
ン
ク
付
け
が
で
き
、
ラ
ン
ク
を
下 

げ
る
と
恨
め
し
そ
う
に
こ
ち
ら
の
顔
を
覗
き
あ
げ
る 

の
だ
っ
た
。 

◆
顔
を
横
に
向
け
て
上
唇
を
め
く
り
、
私
を
幾
度 

も
噛
ん
だ
歯
並
び
を
観
察
す
る
と
、
上
下
の
ぎ
ざ 

ぎ
ざ
の
歯
が
閉
じ
た
と
き
に
は
ぴ
っ
た
り
と
隙
間
な 

く
山
と
谷
の
部
分
が
噛
み
合
う
こ
と
に
気
づ
き
驚
い 

た
。
こ
れ
で
噛
ま
れ
た
ら
ひ
と
た
ま
り
も
な
い
な
と 

今
更
な
が
ら
に
怖
か
っ
た
。
犬
歯
の
根
元
に
歯
石
が 

固
く
付
着
し
て
い
る
の
を
見
て
、
こ
の
犬
の
歴
史
を 

感
じ
、
手
当
て
し
て
も
ら
わ
な
か
っ
た
飼
い
主
と
し
て 

の
申
し
訳
な
さ
を
感
じ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

◇
先
が
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
何
で
も
し
て
や
り
た 

い
と
思
い
、
元
気
に
な
っ
て
く
れ
と
、
何
回
も
点 

滴
を
し
て
や
っ
た
。 

前
か
ら
獣
医
さ
ん
の
や
る
こ
と
に
は
尊
敬
し
て
い 

た
が
、
自
分
も
犬
に
注
射
を
す
る
こ
と
に
な
っ 

た
。
痛
み
の
感
覚
が
な
く
、
動
か
す
こ
と
も
な
い 

側
の
後
ろ
足
の
毛
を
剃
刀
で
剃
っ
て
静
脈
を
さ
が 

し
た
。
肌
は
白
く
、
脂
肪
も
な
い
の
で
静
脈
は
青 

く
は
っ
き
り
見
え
た
。 

点
滴
が
入
る
と
す
ぐ
に
反
応
し
て
薄
い
尿
が
沢 

山
出
て
き
て
元
気
に
な
り
餌
も
食
べ
た
。
食
べ
て 

い
る
姿
を
見
る
と
気
持
ち
が
明
る
く
な
っ
た
。 

◆
動
物
の
介
護
は
こ
ん
な
に
手
間
が
か
か
っ
て
も 



ど
う
し
て
い
や
に
な
る
こ
と
も
な
く
、
か
わ
い
い
の 

だ
ろ
う
ね
、
と
い
う
こ
と
が
夫
婦
の
間
で
話
題
に 

な
っ
た
。 

『文
句
を
言
わ
ず
に
黙
っ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う 

ね
』と
家
内
が
言
っ
た
。 

 

そ
の
日
の
前
日
、
夜
お
そ
く
、
わ
た
し
が
ひ
と
り 

で
テ
ー
ブ
ル
で
本
を
読
ん
で
い
る
と
、
毛
布
に
く 

る
ま
っ
て
床
に
寝
て
い
た
ム
サ
シ
が
毛
布
の
上
に 

顎
を
乗
せ
じ
っ
と
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
の
だ
。 

『（ム
サ
シ
・・・や
、
ど
う
し
た
？
）』 

・・・見
え
て
い
る
の
か
、
い
な
い
の
か
。
な
に
を
か 

ん
が
え
て
い
る
の
か
な
、
お
ま
え
、
い
い
こ
だ
っ
た 

ね
、
も
う
ね
な
さ
い
、
と
心
で
語
り
か
け
た
。 

◇
そ
の
日
の
朝
、
横
に
な
っ
て
い
る
ム
サ
シ
の
お
し 

り
を
覗
い
て
い
た
家
内
が
、
私
を
呼
ん
だ
。
便
が 

顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
ゆ
っ
く
り
と 

小
さ
な
便
塊
が
３
個
で
た
。
力
が
な
い
か
ら
一
気 

に
出
せ
な
い
の
だ
。 

『よ
か
っ
た
ね
、
ム
サ
シ
、
頑
張
っ
た
ね
』 

と
二
人
で
ほ
め
て
や
っ
た
。 

◆
そ
の
夜
は
前
橋
で
写
真
を
や
っ
て
い
る
医
者
の 

集
ま
り
が
あ
り
、
９
時
に
帰
宅
し
た
。 

『お
父
さ
ん
…
』と
家
内
が
ム
サ
シ
を
抱
い
て
迎 

え
に
出
て
き
た
。 

「八
時
四
十
五
分
に
。
抱
い
て
い
た
ら
そ
の
ま
ま
・・」 

・・・「ム
サ
シ
は
幸
せ
だ
っ
た
ね
、
大
好
き
な
お
母
さ 

ん
に
抱
か
れ
て
（死
ん
で
い
け
る
な
ん
て
）・・・』 

 

◇
こ
れ
ま
で
に
、
伝
書
鳩
を
二
十
羽
ほ
ど
飼
っ
た
こ 

と
が
あ
る
。
ほ
か
に
も
巣
か
ら
落
ち
た
ス
ズ
メ
や
モ
ズ 

や
ミ
ミ
ズ
ク
の
雛
も
拾
っ
て
き
て
そ
だ
て
た
。 

そ
の
も
の
た
ち
の
死
を
見
送
る
と
き
に
は
い
つ
も
、
も 

っ
と
可
愛
が
っ
て
や
れ
ば
よ
か
っ
た
と
い
う
悔
い
と
、 

も
う
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
と
い
う
や
る
せ
な
さ
で 

い
っ
ぱ
い
に
な
り
自
分
の
心
の
中
に
、
七
十
年
の
間
、 

次
か
ら
次
と
そ
ん
な
気
持
ち
が
蓄
積
し
て
い
る
。 

◆
こ
の
動
物
た
ち
と
も
、
死
別
し
た
多
く
の
人
た 

ち
と
同
様
に
再
会
で
き
る
世
界
が
、
い
つ
か
来
る
と 

い
い
な
と
、
幼
児
の
よ
う
な
気
持
に
な
っ
て
考
え
て
い 

る
。 

 

  


